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100日間 冬季交通事故ゼロ運動 （北済協）
令和１年11月20日～令和２年２月末

◇冬道の事故防止、構内事故の防止◇
冬道は 「急」と「無理」が事故招く

○ 停止するときは早めに減速し、前車との間に自車１台分の間隔をあけて停止
○ 目的地に着くと安心感が出るが、構内移動も運転中 車を降りるまでは集中

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

○ 積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○ 鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

敷き鉄板の積み下ろし作業時 ユニック作業に注意しましょう
「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと

○ 足元は、凍って危険です
○ 「飛び降りる」ことは、厳禁
○ 荷台、運転席から降りる時は、「足元」の確認

夜8時 見通しの良い交差点 右折車にはねられ
横断中の高齢男性、死亡

◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意しましょう◇
◇夜間・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２０／１／１５（水） １４：０２
１４日午後８時５０分ごろ、石川県の見通しの良い交差点で、横断歩道付近を歩いて渡っていたとみられる男性（８

０）が、右折してきたワゴン車にはねられ死亡しました。ワゴン車を運転していた女性（４５）は、「右折して音
がしたので車を止めたら人が倒れていた」と話しています。

朝8時 「酒が残っているとは思わなかった」
男を酒気帯び容疑で逮捕 基準値の約4倍検出し接触事故も

◇飲酒運転 夜間よりも、「出勤時間帯」の逮捕者が増加◇
２０２０／１／１５（水） １０：０９

警察は１４日午前８時ごろ、沖縄県の市道で酒気を帯びた状態で車を運転したとして、酒気帯び運転の容疑で男
（６８）を逮捕した。「体に酒が残っているとは思っていなかった」などと容疑を否認している。同容疑者からは
基準値（呼気１リットル当たり０・１５ミリグラム）の約４倍のアルコールが検出された。容疑者は、コンビニで駐
車場に止めてあった無人の車と接触事故を起こした。事故処理に当たった同署員が赤ら顔の同容疑者に気付き飲
酒検知を行った結果、アルコールが検出されたという。

県職員、飲み会後に酒気帯び運転
罰金３０万円の略式命令け、免許取り消し処分

「運転代行がなかなかつかまらず、早く帰りたいと思い、運転した」
◇「運転代行がつかまらなかった･･･」 そんなことが理由になるか ◇

２０２０／０１／１５ １０：１８
某県は１４日、酒気帯び運転をしたとして、県職員の主事（２６）を停職６か月の懲戒処分とした。県は職員に対

し、飲み会に行く際の自家用車の使用を禁止することを通知した。発表によると、主事は昨年１１月の夜、県道
で、酒気を帯びて乗用車を運転し、飲酒検問で基準値を超えるアルコール分が検出された。県警に酒気帯び運転
容疑で検挙され、１２月に簡裁から罰金３０万円の略式命令を受け、今月９日付で免許取り消し処分を受けた。職
員は、飲酒して帰宅する途中だったという。県の聞き取りに対し、「運転代行がなかなかつかまらず、早く帰り
たいと思い、運転した」と話している。このほか、県は上司２人を口頭訓告、１人を厳重注意とした。


